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要旨 

 繊毛虫ミドリゾウリムシ Paramecium bursaria は，単細胞性の原生生物の一種である．細胞内に数百個の共生藻が

共生しており，以前から共生藻とミドリゾウリムシの共生機構を解明しようと多くの研究グループが実験を行って

きた．筆者らもその一つである．本稿では，ミドリゾウリムシを用いて行う研究で直面した実験上の問題点を整理

し，今後のミドリゾウリムシ研究発展のためのヒントとしたい．併せて，ミドリゾウリムシの増殖に関わるバクテ

リアの存在に気づいたので，その事についても触れてみたい． 

 

キーワード： 共生，共生藻，Paramecium bursaria，レタス培地，無給餌株 
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はじめに 
ミトコンドリアや葉緑体の祖先は，好気性細菌やシ

アノバクテリアと考えられている．これらが別の原核

細胞に順次入り込み現在の真核細胞が形成されていっ

た過程は「細胞内共生説」として高校の教科書でも詳

しく紹介されている．そのプロセスは「原核細胞間，

または原核・真核細胞間共生」と捉える事ができる．

一方，ミドリゾウリムシ Paramecium bursaria の場合，

顕微鏡で容易に観察される細胞内の共生体は緑藻の一

種（共生藻）であり，れっきとした真核細胞である．

ミドリゾウリムシでの共生は，「真核細胞間共生」と

解釈する事ができる． 

ミトコンドリアや葉緑体は，すでに真核細胞内で細

胞内小器官に変化してしまっている．そのため，植物

細胞などからこれらを単離する事は容易であるが，単

離した後の培養は非常に難しい．最近，葉緑体をハム

スターの培養細胞に導入し「二日間」培養できた，と

いう結果がまさに出たところである (Aoki et al., 

2024) ．一方，共生藻の場合は，ミドリゾウリムシから

単離する事は容易で，かつ，単離共生藻を寒天培地上

または培養液中で何年も長期間培養する方法も確立さ

れている．さらに，ミドリゾウリムシから共生藻を

「除去」する様々な方法が報告されており (Jennings, 

1938; Karakashian, 1963; Pado, 1965; Weis, 1969) ，共生藻

除去ミドリゾウリムシ（algae-free P. bursaria: 白いミド

リゾウリムシと一般に呼ばれている）に先ほどの単離

共生藻を再共生させ，「緑色の」ミドリゾウリムシを

再生させる事も容易である (Margulis and Bermudes, 

1985; Fujishima, 2009) ．これらの点から，ミトコンドリ

アや葉緑体の場合と大きく異なり，共生藻がミドリゾ

ウリムシに共生したのは比較的最近なのでは，と筆者

らは想像している． 

ミドリゾウリムシは，日本を含む世界各地の池や沼

に生息しており，野外からの採集も比較的簡単であ

る．実験室内での培養も容易で，共生研究者だけでな

く，中学校，高等学校の教育現場でも高い人気を誇る

教材生物の一つである． 

筆者 (HH) は元々「動物細胞の分裂制御機構の解

明」を研究テーマとして，ウニ卵（正常細胞）や高等

動物培養細胞（HeLa 細胞などのガン細胞）を併用して

様々な実験を行ってきた． 1990 年代，転勤先の広島大

学でミドリゾウリムシの専門家に出会った．原生生物

の研究は未経験だったが，初めての生き物について専

門家の手解きを直接受けられる絶好のチャンスとなっ

た．まずはミドリゾウリムシ細胞内の共生藻を数えて

みた．すると，ミドリゾウリムシの細胞の大きさは

様々なのに，共生藻の数はどの細胞でも 400 個前後と

だいたい一定，共生藻が 10,000 個とか 100 個のミドリ

ゾウリムシを見つけられない事に驚いた．ただし，東

北地方では共生藻のいないミドリゾウリムシが天然に

い る，と い う 報 告 が あ る  (Tonooka and Watanabe, 

2002) ．共生藻の細胞増殖を抑制している機構があるに

違いないと直感し，ガン（細胞分裂）の研究にミドリ

ゾウリムシが使えるのではないかと考えた． 

筆者らは次いで，共生藻の単離や白いミドリゾウリ

ムシの作成，さらには,多くの文献に記載がある「緑色

の」ミドリゾウリムシの再生にもチャレンジした 
(Pringsheim,1928; Siegel and Karakashian,1959; Kodama 

and Fujishima, 2024) ．単離共生藻は，寒天培地上にコロ

ニーを形成させることで長期間保存が可能である．筆

総 説 
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横軸の KSKw-103 や NFw-1，Ezw-25 などの表記は，白いミドリゾウリムシ株の名称．縦軸は，広島で採取したミド

リゾウリムシ株から共生藻を取り出し，クローン化した共生藻株の名称．（ ）内は，共生藻を取り出したミドリ

ゾウリムシ株の名称．再共生実験を行うまでの経過年数は横軸に記載してある．＋, − : 再共生の有無．（ ）内％

は再共生率，空欄 : 実験未実施を表す． 

  
白いミドリゾウリムシの株 

KSKw-103 NFw-1 EZw-25 MBw-1 BWKw-4 KNw-21 ASw-10 

共生藻の株 
共生藻単離後の経過年数 

0 2 4 7 

SA-1 (OK-312) + + + − + (1.8%) + (13.6%) + (1.8%) 

SA-1a (OK-312) −   − − − − − 

SA-2  (HDK-124) + − + + − + (96%) + (9.2%) 

SA-3  (KSK-103) + +/- + − − − − 

SA-3a (KSK-103) − + − − − − − 

SA-4  (BS-4) −   + − − − − 

SA-4a (BS-4) − + − − − − − 

SA-4b (BS-4) + + − − − − − 

SA-5  (BS-6) +             

SA-6  (H-5) +             

SA-7  (IB-40) +             

SA-7a (IB-40) +             

SA-8  (K-5) + + + − + (60%) + (8%) + (26.9%) 

SA-8a (K-5) −   − − − − − 

SA-9  (OZ-3) + + + − − + (2.8%) − 

SA-10 (OZ-8) + + + + − − + (14.9%) 

横軸の白いミドリゾウリムシ株表記については表 1a と同じ．縦軸は，東大応用微生物研究所（当時）のクロレラコ

レクションから入手し，新たにクローン化した自由生活性クロレラ株の名称（ミドリゾウリムシから単離した共生

藻ではない）．共生実験を行うまでの経過年数は横軸に記載してある．＋, − : 共生の有無，空欄 : 実験未実施を表

す．  

  
白いミドリゾウリムシの株 

KSKw-103 NFw-1 EZw-25 MBw-1 BWKw-4 KNw-21 ASw-10 

自由生活性クロレラの株 
クロレラクローン化後の経過年数 

0 2 4 7 

C. Ellipsoidae C-87 −    + − − − − 

C. Ellipsoidae C-87a         − − − 

C. Ellipsoidae C-542 −   − − − − − 

C. fusca var.vocuolata C-104 −   − −       

C. fusca var.vocuolata C-209 −   − −       

C. kessleri C-208 +   − − − − − 

C. kessleri C-531 + + + − − − − 

C. protothecoides C-150 −   − − − − − 

C. protothecoides var.C-206 −   − − − − − 

C. saccharophila C-210 −   + − − − − 

C. saccharophila C-211 −   + − − − − 

C. sorokiniana C-43 −   − − − − − 

C. sorokiniana C-212 +   − − − − − 

C. vulgaris C-27 − + + − − − − 

C. vulgaris C-27a     + − − − − 

C. vulgaris C-207 −   + − − − − 

C. zofinginesis C-111 −   − − − − − 

表 1a. ミドリゾウリムシから単離した共生藻の再共生実験の結果． 

表 1b. 自由生活性クロレラの共生実験の結果． 
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者らは当時（1990 年代後半），共生藻を複数株単離し

保存すると同時に (Nishihara et al., 1998) ，各地のミド

リゾウリムシを入手し，それぞれを「白く」させた．

次々できる白いミドリゾウリムシ株に保存中の単離共

生藻を投与，ミドリゾウリムシの再生を目指したとこ

ろ，緑色のミドリゾウリムシは確かに再生した．とこ

ろが，長期にわたって観察を続けていくと，表 1a や表 

1b に示すような複雑な現象が起きている事が判明し

た．まとめると： 

(1) 元々ミドリゾウリムシから単離された共生藻（各

株の名称は SA）は，多くは白いミドリゾウリムシに再

共生できるが，単離直後（経過年数 0 年）であっても

白いミドリゾウリムシに再共生できない共生藻が存在

する．表 1a の，白いミドリゾウリムシ（KSKw-103 

株）に共生できない SA-3a 株など． 

(2) この共生藻（SA-3a 株）であっても，KSKw-103 

株とは別の白いミドリゾウリムシ（例えば NFw-1）に

は再共生できる場合がある． 

(3) 単離共生藻は， SA-8 株の様に保存が長期（最大 

7 年）にわたっても再共生能力をある程度維持している

ものがある一方，単離後年数が経てば徐々に再共生能

力が低下するものが多い（SA-3 や SA-4 など）． 

(4) 表 1a における事情は，共生藻ではない自由生活

性のクロレラの場合でも同様である（表 1b）． 

などの様々な現象である． 

図１は，筆者 (HH) が普段講義や学会発表などで

「ミドリゾウリムシと共生藻の共生」を説明する際に

汎用している「導入用模式図」である（原図は Gerash-

chenko et al., 2000 を改変）．しかし表 1 で判明した複

雑な実験事実から，「単離共生藻を白いミドリゾウリ

ムシに混ぜればいつでも緑色のミドリゾウリムシが再

生する」というシンプルな状況ではないな……という

事実に徐々に気づき始めた．同時に，表 1 に示した様

な「再共生結果の再現性の低さ」，言い換えれば「再

共生結果の多様さ」がどのような理由から生ずるのか

興味を持った．ここが，本稿の出発点である． 

 

ミドリゾウリムシについて 
「はじめに」に記載した (1) 〜 (4) の事象がなぜ発生

するのか．その原因に関して，まず，ミドリゾウリム

シ自体に注目して考えた点を列挙する． 

(a) ミドリゾウリムシ自体が遺伝的に多様であるた

め，同じ共生藻であっても再共生実験の結果に差が出

る． 

(b) ミドリゾウリムシが遺伝的に同一であっても，餌

や培地の種類など，ミドリゾウリムシの培養条件が多

様であるため，再共生実験の結果に差が出る． 

(c) ミドリゾウリムシ細胞内の共生藻の種類が多様で

あるために，その影響を白いミドリゾウリムシが受

け，再共生実験の結果が多様になる． 

(d) 白いミドリゾウリムシが増殖過程のどの段階（対

数増殖期や定常期など）にあるかによって再共生率が

変化する． 

(e) 共生藻の除去処理を行った白いミドリゾウリムシ

であっても，実は共生藻が除去されずに残っており，

その影響によって再共生実験の結果に差が出る． 

(a) のミドリゾウリムシの遺伝的多様性の影響は古く

から語られて来たが，最近，世界各地のミドリゾウリ

ムシは，ヒストンなどの遺伝子配列を用いた分子系統

解析により５つのグループ (R1 〜 R5) に分けられると

いう報文が出た (Spanner et al., 2022) ．日本国内各地の

ミドリゾウリムシは，その一つのグループ (R3) に全て

収まっている．一方， R3 にはアメリカやチリ，オース

トラリアやオーストリアが入っており，分布が世界中

に散らばっている．このため，ミドリゾウリムシの系

統の分化は，地理的隔離だけで単純に説明できる訳で

図 1. ミドリゾウリムシと共生藻の共生を説明する際に使用する「導入用模式図」． 
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はなさそうである．ただし，ミドリゾウリムシ全ゲノ

ムの解析は完了していないので，とりあえず (a) につい

ての結論は脇に置いておこう． 

(b) に関しては，培養時に培地に外部から投与する

「餌の多様さ」と，「培養液そのものの多様さ」を挙

げる事ができる．表 2 に，ゾウリムシやミドリゾウリ

ムシを培養する際の餌及び培地の種類をまとめた．餌

としてはバクテリアや小型の繊毛虫をミドリゾウリム

シに投与する研究者が多い (Sonneborn 1970; Berk et al. 

1991; Omura et al. 2004) ．一方，培養液としてはいわゆ

るレタス培地，レタス葉を煮沸後乾燥させて保存して

おき，使用時には乾燥レタス葉を水に入れ煮沸して抽

出した溶液を使用する研究者が多い (Barna and Weis 

1973; Weis 1975) ．その他に稲ワラの煮出し液やケール

葉から作成した培地を使用するケースもある．レタス

培地は，使用されるレタス葉の組成が産地ごとに多様

で，抽出条件が異なれば，同じレタス培地と言っても

組成も多様であると考えて良い．その都度異なる培養

条件で培養されていれば，ミドリゾウリムシ自体が多

様になり，その影響を白いミドリゾウリムシが受け，

共生させる側の共生藻が同じでも，「再共生率」が異

なってしまう可能性は十分あると思われる．培養条件

の不統一は大事なポイントなので，後ほど「ミドリゾ

ウリムシの培養条件について」の項でも再度取り上げ

る． 

(c) に関しては，次項「共生藻について」で詳しく触

れる． 

(d) に関して，筆者らは，増殖時期の異なるミドリゾ

ウリムシから取りだした共生藻と，増殖時期の異なる

白いミドリゾウリムシを組み合わせて再共生を行い，

対数増殖期と定常期では再共生率が異なる事，対数増

殖期同士での組み合わせが高い再共生率を示すという

結果を既に得ている (Nishihara et al., 1996) ．この事

は，再共生には，共生藻または白いミドリゾウリムシ

の増殖時期が大きく影響する事を示唆している．一

方，共生藻と（白い）ミドリゾウリムシそれぞれが若

年か老年かでも，共生藻の再共生率が異なってくるだ

ろう．実際は，共生藻とミドリゾウリムシの年齢を明

らかにする事は難しいが，今後「再共生」の実験を行

う際，(d) についての言及は必要になるだろう． 

(e) の白いミドリゾウリムシであるが，作成方法につ

いては，ミドリゾウリムシを長期間暗黒条件下で培養

したり，光合成阻害剤 (DCMU) を作用させたりするな

ど古くから多くの報告があり (Karakashian 1963; Weis 

1969) ，これらの論文では共生藻のないミドリゾウリム

シができたと明記されている．筆者は，広島のミドリ

ゾウリムシを先行論文通り長期間暗黒においてみたが

共生藻はゼロにならなかった (Hosoya et al., 1995) ．そ

の後，別の方法を試す事に専念し，パラコート（除草

剤）やアクリルアミドを使用した，広島のミドリゾウ

リムシでも白くできる方法を新規に報告した (Hosoya et 

al., 1995; Takahashi et al., 2005) ． 

ところで，通常の光学顕微鏡による観察だけで共生

藻の有無を判断する自信がなかったので，筆者らは,蛍

光顕微鏡を用いて共生藻の葉緑素の自家蛍光(赤色)を

観察し，自家蛍光が観察されない場合を白，すなわち

共生藻除去の根拠としていた (Hosoya et al., 1995; Nishi-

hara et al., 1996, 1998) ．しかしよく考えると，これは共

生藻の葉緑素の消失を意味するものの，「共生藻」が

無くなったとまでは断定できないのではないかと思い

至り，パラコート処理でできた白いミドリゾウリムシ

では Rubisco 遺伝子が消失している事までは明らかに

できた (Tanaka et al., 2002)．しかし，「共生藻自体や藻

内部のミトコンドリアの DNA の消失」まで証明できず

に現在に至っている.従って，「白いミドリゾウリム

シ」というのは，共生藻の葉緑素と Rubisco 遺伝子は

消失しているが共生藻の DNA は残ったままの中途半端

なミドリゾウリムシの可能性が大いにある．以上の理

表 2. ゾウリムシ・ミドリゾウリムシの培養条件． 

1900 年以後に論文で報告されたゾウリムシ・ミドリゾウリムシの培養条件をまとめた． 

論⽂（年代順） 培養液に投与する栄養成分（餌） 培養液 

Calkins (1902b) Bacillus subtilis （細菌） ⼲草煎じ液 

Raffel (1930), Jennings (1939) Stichococcus bacillaris （緑藻） 塩類培地，⼲草煎じ液 

Jennings (1939), Jennings (1944) Flavobacterium brunneum （細菌） 塩類培地，⼲草煎じ液，レタス葉煎じ液 

Sonneborn and Dippel (1946), Wichterman (1949) Aerobacter aerogenes （細菌） レタス葉煎じ液 

Wichterman (1949) Paramecium calkinsi （繊毛虫） レタス葉煎じ液 

Weis (1969) Enterobacter ( Aerobacter ) aerogenes （細菌） レタス葉煎じ液 

Barna and Weis (1973), Weis (1975), Reisser(1980), 
Berk et al. (1991) 

Enterobacter cloacae （細菌） レタス葉煎じ液 

Fok and Allen (1979) Chlamydomonas sp. （緑藻） ⻨若葉煎じ液 

Görtz et al. (1982), Sakaguchi and Suzaki (1999), 
Omura et al. (2004) 

Chlorogonium elongatum （緑藻） ⻨若葉煎じ液，塩類培地 

Nakaoka et al. (1987), Berk et al. (1991), 
Hosoya et al. (1995), Furukawa and Kawano (2012), 
Greczek-Stachura et al. (2021), 

Klebsiella pneumoniae （細菌） 
⼲草煎じ液，EBIOS錠剤， 

レタス葉煎じ液 

Zhang et al. (2022) Escherichia coli TG1 （細菌） 塩類培地 

Himi et al. (2023) 無し レタス葉煎じ液 
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「はじめに」に記載した (1) 〜 (4) の事象が発生する

その理由について，本項ではミドリゾウリムシと共生

藻両者の「培養条件」に注目して考えてみる． 

ミドリゾウリムシの培養時には研究者ごとに様々な

餌が与えられている．一般的には，バクテリアや小型

の繊毛虫等様々な微生物が与えられる場合が多い事，

培養液の種類も様々である事も「ミドリゾウリムシに

ついて」の項で既に述べた．さらに，培養時の光照射

時間や照射光の強度も報文ごとにまちまちであり，記

載のない報文も多い． 

そこで，まず筆者 (HH) は，投与される餌の多様性

を解決するために，ミドリゾウリムシに外部から餌を

投与せず，無菌の培地のみで培養が可能な株（無給餌

株）が作成できないか検討を行うこととした． 

 

 I ミドリゾウリムシ無給餌株の確立 

筆者 (HH) のもう一つの主要実験材料である高等動

物の培養細胞では多くの場合，培養時には組成が明確

な培地が用いられている．培養時に血清を添加する場

合もあるが，無血清培養も実現されている．培養に微

生物の投与不必要である．培地も細胞毎に統一されて

おり，ミドリゾウリムシに較べ，研究者間の培養条件

の統一の状況は遥かに進んでいる． 

また，培養細胞は抗生物質存在下でも元気よく増殖

し，多くの培養細胞では「無菌条件下」での培養が実

現している．実際筆者 (HH) が使用している HeLa 細胞

（子宮頸癌組織から単離されたガン細胞）は，無菌室

内で継代され，抗生物質を含む人工合成培地中でどん

どん増殖している (Hamao et al., 2020) ．このような例

に倣い，筆者 (HH) はかつて，ミドリゾウリムシの無菌

化を試みた事もあった．実際に，抗生物質投与でミド

リゾウリムシ無菌株が作成できたという報告もあった 

(Omura et al., 2004) ．しかし，ペニシリンやストレプト

マイシン，ゲンタマイシンなどの抗生物質をミドリゾ

ウリムシに投与した所，残念な事にミドリゾウリムシ

自体が減少してしまった．抗生物質で餌のバクテリア

が減少したからミドリゾウリムシも単純に減少したと

いう可能性もあるが，ヒトの腸内細菌の様に，真核細

胞であるミドリゾウリムシの生存に原核細胞が必要で

ある可能性もあるのではないかと考え，どちらだろう

とずっと悩んでいた．そこで，ミドリゾウリムシ自体

を無菌化する努力はひとまず置き，せめても外からバ

クテリア(餌)を投与せずに培養できるミドリゾウリム

シ個体を得る事はできないかと考え，無給餌株の作成

に専念する事にした． 

2015 年 5 月に神奈川大学湘南ひらつかキャンパス構

内の池からミドリゾウリムシを採取した（図 2）．採

取後集団から 1 個体（細胞）を取り出すクローニング

作業を 2 回繰り返した． 1 個体単離の都度無菌レタス

培地で個体を洗浄し，個体外側のバクテリアをなるべ

く取り除く作業を行った．この個体（KUNY-2 株）を

大量培養で増殖させ有餌条件で保存，一年後に培養液

に餌を追加，さらに 3 ヶ月培養した状態で，培養液全

体や洗浄後の 1 個体，及びその洗浄液のバクテリアの

組成解析を行なった．翌年 (2017) 増殖した定常期の株

から 3 回目のクローニングを実施，単離個体を洗浄

由から，「白いミドリゾウリムシを共生藻除去ミドリ

ゾウリムシと単純に見做せないのでは？」と筆者らは

現在考えている． 

 

共生藻について 

「はじめに」に記載した (1) 〜 (4) の事象がなぜ発生

するのか．その原因に関し，次に共生藻自体に注目し

て考えた点を列挙する． 

(a) 共生藻の遺伝的多様性が，ミドリゾウリムシへの

再共生実験の結果を変化させる可能性． 

(b) 単離・クローン化後の共生藻の培養環境が多様な

場合，そこから共生藻が影響を受け，再共生実験の結

果を変化させる可能性． 

(c) 共生藻の増殖過程における段階（対数増殖期や定

常期など）や年齢により，再共生率が変わる可能性． 

(a) に関しては，ミドリゾウリムシに共生する共生藻

については，核 rRNA の ITS-2 領域を用いた解析が先

駆的に行われ，殆どの共生藻は Chlorella variabilis と 

Micractinium conductrix の 2 種類である (Pröschold et al., 

2011) 事が明らかにされている（Chlorella vulgaris とい

う報告もある (Hoshina and Imamura 2008) ）．日本のミ

ドリゾウリムシは全てグループ R3 に属することを既に

述べたが，R3 に属するミドリゾウリムシの共生藻は全

て C. variabilis であることが報告されている (Spanner et 

al., 2022) ．因みにヨーロッパのミドリゾウリムシは主

に R1 と R2 に属するが，一部が C. variabilis，残りの

全ては M. conductrix を共生させている．これらの報告

に従えば，我が国のミドリゾウリムシは全て C. varia-

bilis を共生させている事になるので， (a) の可能性は低

いのではないかと考えられる． 

(b) に関して，ミドリゾウリムシから単離された共生

藻は，コロニーのまま寒天培地上で保存する場合と，

コロニーを藻類培地（CA 培地など）に懸濁し液体中で

保存する場合の 2 種類がある．筆者らは前者の方法で

長期間単離共生藻を保存していた．その過程で，各共

生藻のコロニーの周辺に白っぽい濁りが常に存在する

事，その濁りは共生藻コロニーの種類によって色が異

なる事などを確認していた．この濁りは光学顕微鏡で

観察した限りでは正体は不明であったが，筆者らは細

菌の可能性が高いと考えている．もし細菌なら，共生

藻の種類によって増殖している細菌の種類が異なって

いる可能性がある．共生藻が常在菌を共生させてい

て，ミドリゾウリムシへの再共生能などが細菌により

制御されているとすれば大変興味深い．共生藻のミド

リゾウリムシへの再共生能が，寒天培地上で長期間保

存されるうちに変化する事実（表 1）を，共生藻に共

生する細菌の変化で説明する事も可能になる． 

(c) に関しては，「ミドリゾウリムシについて」の項 

(d) で述べた事が共生藻についても言えるのではないだ

ろうか．つまり，共生藻自体の年齢や，対数増殖期と

増殖の定常期で共生藻のミドリゾウリムシへの再共生

率に差が出る可能性は大いにあるだろう．再共生の実

験にあたって本項 (c) についての言及は今後必要になる

だろう． 

 

ミドリゾウリムシの培養条件について 
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(c) ミドリゾウリムシの培養液を遠心し，ミドリゾウ

リムシ本体と，培養液中のバクテリアに分け，それぞ

れについて 16S rRNA 遺伝子の塩基配列を用いた細菌

叢解析を行った．この結果に基づいてバクテリアの群

集構造（バクテリアの種類と群集に占める割合）の類

似性解析を行ったところ，両者の群集構造は極めて類

似していた． 

(d) 増殖速度が早く，定常期の細胞密度が高い複数の

無給餌株（グループ A）と，増殖速度が遅く，定常期

の細胞密度が低い複数の無給餌株（グループ B）につ

いてバクテリアの群集構造の類似性解析を行った．そ

の結果， A の株同士， B の株同士では群集構造の類似

性は高いが， A と B との間では低い事が明らかになっ

た． 

無給餌株中の各ミドリゾウリムシ個体には「内在的

なバクテリア」が常在して，細胞外にも随時脱出して

おり，餌として投与されていた外在的バクテリアが無

いので，再びミドリゾウリムシに取り込まれて栄養の

一部となっている可能性画あるだろう．又，内在する

バクテリアはミドリゾウリムシの個体間で異なり，そ

の種類によってミドリゾウリムシの増殖が活性化され

たり抑制されたりしている可能性もあるのでは，と筆

者らは考えている． 

ちなみに，無給餌株からは空中窒素固定能やトルエ

ンなどを分解するバイオレメディエーション能を持つ

後，餌を投入せず無菌のレタス培地だけで培養を行う

無餌培養に移行した．移行した株は複数作成し，その

中から，無餌培養条件下であっても増殖の良い株を選

び「無給餌株」とした（KUHH 株）．増殖後，さらに

その中から 1 個体を単離，洗浄後，同様にレタス培地

のみで培養する操作を現在まで適宜繰り返している．

現在，無菌のレタス培地を交換するだけで，外部から

の餌投与なしでも安定して増殖するクローン株として

維持されている (Hosoya et al, 2017; Himi et al., 2019; 

Matsushima et al., 2022; Himi et al., 2023) ． 

 

 II 無給餌株から明らかになった事 

この「無給餌株」は， 1 個体単離を繰り返し，単離

したこの 1 個体からその都度増殖させているため，株

の個体集団に含まれる全個体の遺伝的背景は同一であ

ると考えられる．しかし，以下に記す顕著な特徴を示

した（図 2）．(a) 培養液に餌のバクテリアを添加しな

くなってから久しいが， 16S rRNA 遺伝子の塩基配列

を標的にして，次世代シークエンスを用いた細菌叢解

析を行ったところ，常に培養液中から多種類のバクテ

リアが検出された． 

(b) 無給餌株の各個体を1個体ずつ単離し増殖させる

と，どの個体も類似の増殖曲線を示すわけではなく，

増殖の良い個体から悪い個体まで様々な個体が観察さ

れた． 

図 2. ミドリゾウリムシ無給餌株の作成過程，および，遺伝的背景が同一なミドリゾウリムシを「多様化」するバ

クテリアの役割．野外のミドリゾウリムシから 1 細胞を単離し (2015) ，餌を投与したレタス培地中で各株（A, B, 

C など）の増殖状態を観察した．その中で増殖が盛んな株を選び出し，その株から 2 度目の単離を行った．単離個

体を有餌条件下で暫く培養後， 3 度目の単離を実施した (2017) ．この単離個体（株 C とする）を無菌のレタス培

地で洗浄後，外部から一切餌を投与せず，無菌のレタス培地だけを交換する条件下（無給餌条件下）で現在まで長

期間無給餌で継代を続けている（KUHH 株）．興味深い事に，株 C が増殖した細胞集団は，全個体の遺伝的背景が

同じと推察されるが，そこから再度単離された個体をそれぞれ増殖させると，それぞれの増殖速度は大きく異なっ

ていた（図中では，解りやすさのため 4 株のミドリゾウリムシを例示）．これらの各個体の培養液中のバクテリア

組成の解析を行なったところ，増殖の良い個体同士，悪い個体同士で組成が類似しているものの，互いの組成は大

きく異なっている事が明らかとなった（Himi et al., 2023 を参照）．ここでは，解りやすさのため 4 種類のバクテリ

ア（B1～B4）を例示したが，実際にどのような種類のバクテリアがミドリゾウリムシの増殖を促進しているのか，

これらのバクテリアが共生藻にも影響を及ぼしているのか，などの解析はこれからである．  
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生藻をバクテリアが制御している可能性にも触れた．

ミドリゾウリムシに共生するバクテリアが，ホストだ

けでなく共生藻の制御にも一役買っている可能性があ

る．高等動物の培養細胞は，常時抗生物質の存在下で

培養しているので，細胞内にバクテリアがいない「無

菌」が前提である．しかし， HeLa 細胞は，実際にヒ

ト体内でバクテリアにまみれて？いるはずなので，バ

クテリアの影響を度外視した現在の HeLa 細胞研究

が，逆にふと心配になった…． 

今後，「白いミドリゾウリムシ」の取り扱いも難題

であるが，当面は研究者間のミドリゾウリムシ株と培

養条件を統一させ,実験結果の再現性向上を目指す事が

喫緊の課題である．そのために,無給餌株（クローン化

済み）と「ミドリゾウリムシが元気に増殖し，組成が

明確で誰でも作れる培地」(これから確立)をセットで

準備，希望するミドリゾウリムシ研究者に配布できる

システム作りが重要である．研究者間で培養条件が統

一され，無給餌株の共有がすすめば，ミドリゾウリム

シが「真核細胞間共生」研究のモデル生物になる日も

近づくと考える． 

モデル生物といえば，クローンマウスを思い出し

た．クローンマウス同士の遺伝的背景は同一だが，各

マウスには腸内細菌，あるいは付着する共生微生物な

どは居ないのだろうか？母マウスからの誕生時に，個

体ごとに異なる細菌を受け継いでしまう可能性はない

のだろうか？マウスの遺伝的背景は同じでも，腸内細

菌によって個体の表現型が左右される事はないのだろ

うか，と次々疑問が湧いたところで，編集部から「繰

り返しと寄り道はほどほどに」とメッセージが…． 
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S. (2024) Incorporation of photosynthetically active 
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バクテリアが検出されている．これらのバクテリアの

ミドリゾウリムシにおける役割については現在不明で

あるが，ヒトの腸内細菌の様な役割を担っているのだ

とすればとても興味深い． 
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 III 新規ミドリゾウリムシ培養液の開発について 

さて，研究者間で無給餌株の共有が実現できれば，

ミドリゾウリムシの培養時に「外在的な餌」投与の必

要がなくなり，培養時における「餌の不統一」の問題

が一気に解決できる．しかし，もうひとつの課題，

「多様な培地」の問題は解決できていない．実際，筆
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の培養に適した，レタス培地に代わる「誰でも作れる,

組成が明確な人工培地」を新規に見出す事は今後の喫

緊の課題となるであろう． 

この培地と無給餌株を研究者間で共有できれば，研

究者間におけるミドリゾウリムシ培養条件の統一に大

きく近づくものと確信する． 

 

まとめ 
はじめに：共生藻とミドリゾウリムシの再共生実験

について結果が不安定である事を示した. 

ミドリゾウリムシについて：上記の原因を考えるに

あたり,まずミドリゾウリムシ自体を分析，餌や培地の

種類を始めとするミドリゾウリムシ培養条件の多様

さ，さらには,再共生時に汎用される「白いミドリゾウ

リムシ」が,実は「共生藻除去 (algae-free) 」ではない可

能性にも言及した． 

共生藻について：次に共生藻を分析,共生藻に共生？

するバクテリアの存在に注目した． 

ミドリゾウリムシの培養条件について：現在研究者

間で統一されていないミドリゾウリムシの培養条件に

ついて議論した．統一に向けて,培養時に外在的な餌の

投与を必要としないクローン化された「無給餌株」の

確立と，将来レタス培地に代わる「組成が明確な人工

培地」の確立が重要である事を指摘した． 

以上の全項目を通じ，本稿で一番強調したい事は，

「ミドリゾウリムシにおけるバクテリアの役割」であ

る．「ミドリゾウリムシの培養条件について」の項で,

野外から単離したミドリゾウリムシのクローン化を繰

り返し，無給餌株を単離できた事を記述した．図 2 に

示したように，洗浄後のミドリゾウリムシを 1 個体か

ら増殖させ，定常期の個体集団から 1 個体を再度単

離，増殖後にこの作業をさらに繰り返していったの

で，得られた個体集団（クローン）の遺伝的背景はど

の個体も同一であると考えられる．それにも拘らず，

各個体はそれぞれ多様な増殖速度を示した．もし， II 

の項目でも述べた様にミドリゾウリムシに共生するバ

クテリアがミドリゾウリムシの増殖を制御していると

したら大変面白い．「共生藻について」の項では，共
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第 58 回日本原生生物学会大会のご報告   
大会長 石田 正樹（奈良教育大学）  

日本原生生物学会第 58 回大会は，2025 年 9 月 26 日

（金）から 28 日（日）まで，奈良教育大学キャンパス

（奈良市）で開催されました．本大会には，66 名の会

員・非会員（名誉会員 1 名，一般 33 名，学生 32 名）

にご参加頂きました． 

大会初日の 26 日には若手の会と評議員会が開催され

ました．若手の会では，研究材料である原生生物を直

接顕微鏡で観察しながら議論できる観察会が実施され

ました．若手の会の方々が準備した生物を観察し，自

身の研究対象以外の生物を見る貴重な機会となりまし

た．若手の会の皆さんの魅力的な企画と熱意によっ

て，一般会員も参加する盛況な会でありました．ま

た，コロナ以降では初めてとなる若手の会懇親会も開

催され，学会長をはじめ，一般会員も参加することに

より，一般会員と若手の会会員とのフランクな交流

が，本学会に帰ってきたように感じられました．在り

し日の樋渡先生は，最長老でありながら，若手の会に

参加することを常としていたことが思い出されまし

た．大会初日に素晴らしい企画を実施していただいた

若手の会の皆さんに心より感謝申し上げます． 

27，28 日には，口頭発表 23 題，ポスター発表 12 

題，受賞者講演 1 題が行われました．いずれも興味深

く素晴らしい研究発表ばかりで，本学会らしい活発な

討論が繰り広げられました．会員の皆様の研究レベル

の高さをあらためて再認識するとともに，皆様の研究

に対するアクティブさを感じる良い機会となりまし

た． 

総会では，日本原生生物学会 学会賞が，西上 幸範 

会員（北海道大学）の「種々原生生物の行動と運動に

関する生物物理学的研究」へ授与され，西上会員には

特別講演をして頂きました．  

27 日の夜には，奈良教育大学の生協の協力により，

奈良教育大学生協なっきょん食堂で奈良の地酒やオー

ドブルのケータリングによる懇親会を用意していただ

きました．個人的には，お酒の量が足りないのではと

心配でしたが，少し余るくらいとなり，一安心したと

ころでした．また，懇親会中には本大会のベストプレ

ゼンテーション賞 (BPA) が発表され，以下の 2 名の方

が受賞されました． 

神田 幸輝 会員（北海道大学） 「繊毛虫ハルテリアの

流れ刺激に対する逃避行動研究」 

梅野 錬 会員（九州工業大学） 「原生生物の代謝ス

ケーリング解明に向けた単一細胞熱分析技術の開発」 

BPA 対象の発表はいずれもレベルが高く，審査も難

航したようですが，最終的に上記のお二人が選ばれま

した．お二人の高い独創性を活かした今後のご活躍が

本当に楽しみであります． 

最後となりましたが，本大会の開催準備から，園部会

長をはじめとする各種委員の方々にはたいへんお世話

になりました．特に，奈良女子大学の杉浦 会員や法政

大学の島野 会員には，会運営に多大なご協力をいただ

きました．また，庶務の矢崎 会員や福田 会員，並び

に前大会長の堀 会員には多岐にわたるご助言や手配を

していただきました．そして，奈良女子大学の学生の

皆様や，本学の学生の皆様には，会場設営・運営そし

て片付けに至るまで，本当にお世話になりました．皆

様に心よりお礼申し上げます． 

次回第 59 回大会は，矢吹 彬憲 会員（海洋研究開発

機構 JAMSTEC）の主催により，ヨコスカ・ベイサイ

ド・ポケット（横須賀市）で開催される予定です．来

年の大会が，今年以上に盛り上がることを心より祈念

致しております． 

本大会にご協力，ご参加くださった皆さまに，改めて

深く感謝申し上げたいと思います．ありがとうござい

ました． 

西上 会員（左）と園部 会長 

キャンパス内の鹿 

神田 会員（左）・石田 大会長（中央）・梅野 会員

（右） 
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ホームカミングデーにて，三輪 五十二 先生（右）と 太田 茨城大学学長  

三輪五十二 先生 受勲のお知らせ        

 本会名誉会員である三輪五十二 先生が，令和 7 年度秋の叙勲で 瑞宝中綬章 を受章されました．ご栄誉を心より

お祝い申し上げます．  
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2025 年度 学会賞 受賞者コメント 

                        西上 幸範（北海道大学） 

  

種々原生生物の行動と運動に関する生物物理学的研究 

 

この度，「種々原生生物の行動と運動に関する生物

物理学的研究」という題目で，名誉ある日本原生生物

学会賞を賜りましたことを，心より光栄に存じます．

学生時代から長きにわたりご指導・ご支援くださいま

した先生方をはじめ，学会関係者の皆様に深く御礼申

し上げます． 

私が原生生物の研究を始めたのは学部 4 年生の時に

園部 誠司 先生と出会ったことがきっかけでした．企

業で研究者をしていた父の影響もあり，高校生の時か

ら研究者になりたいと思っていました．当時は「人の

役に立つ研究をしたい」と強く思っていたことを覚え

ています．大学生時代はスポーツに興味があり，筋肉

を扱う研究室に入りたいと思っていましたが，私の所

属していた兵庫県立大学理学部にはそのような研究室

はありませんでした．そこでアクトミオシン系を取り

扱っているという理由で植物からミオシンやアクチン

結合タンパク質の抽出に成功していた新免 輝男 研究

室に所属することにしました．そこで園部 先生とア

メーバに出会ってしまいました．アメーバは細胞膜と

いう袋の中にオルガネラやタンパク質といったものを

詰め込んだだけの生き物です．目も神経もない生き物

がまるで周りが見えているかのように餌を追いかけ，

さらに嫌いなものからは逃げる．その姿に強く惹かれ

ました．「人の役に立つ研究」からいつの間にか 「誰

もやっていない不思議な現象を研究したい」と思うよ

うになっていた私にとって，アメーバの研究は理想的

な題材・・・そう信じてアメーバの研究を始めまし

た．しかしながら，今思うと毎晩酔っぱらって「おも

ろいやろ！」と詰め寄ってくる園部 先生にまんまと騙

されていたのかもしれません．新規モデル系を用いた

アメーバ運動機構の研究という内容で学位を取得した

後，私は京都大学の市川 正敏 先生（現・広島大学）

のもとで博士研究員として雇って頂きました．市川 先

生は非線形非平衡物理が専門ですが生物特有の難しさ

にも理解があり，筆の遅い私を優しく見守ってくださ

いました．また凡人の私では通り過ぎてしまうような

日常の素朴な現象に着目し，科学を本気で楽しむ姿勢

も市川 先生から学びました．市川 研究室では博士の

頃の研究を発展させた試験管内アメーバ運動再構築系

の研究や繊毛虫の壁への選好性などを研究しました．

その間，多くの優秀な学生と出会い，特に伊藤 弘明さ

ん（現・千葉大学）と大村 拓也さん（現・北海道大

学）には大変お世話になりました．約5年間の京都生活

ののち，2018 年の 9 月から北海道大学の中垣 俊之 教

授の研究室にスタッフとして所属することとなり，現

在に至ります．中垣 先生は私が原生生物学会若手の会

の会長になって初めて企画した勉強会（2010 年水戸大

会）で講演をしていただきました．当時修士課程の学

生だった私にも丁寧に対応してくださったことを今も

鮮明に覚えています．中垣 先生には研究はもちろん，

研究室運営にも積極的に関わらせてくださり，当時ま

だ学生気分でいた自分自身を振り返る機会となりまし

た．また，個々人を尊重し自由な発想で研究をさせて

いただける中垣 研究室という環境があったからこそ研

究の幅も広がり，このような名誉ある賞の受賞にもつ

ながったと感じています．スタッフの先生方はもちろ

ん，博士研究員，学生の方々にも感謝しています．特

に佐藤 勝彦 先生（現・富山大学）と谷口 篤史 博

士、越後谷 駿 博士には大変お世話になりました． 

振り返ってみると，お名前を挙げさせていただいた

方々はもちろん，これまでご縁のあった多くの方々か

ら影響を受け，支えられて研究を続けてこられたこと

を改めて実感いたします．この場をお借りして，心よ

り感謝申し上げます．今回の受賞を励みに，自分の研

究も深めつつ，しらふで「おもろいやろ！」と学生に

詰め寄りながら，原生生物という心惹かれる分野がよ

り一層発展するようにこれからも努力してまいりま

す．今後ともご指導ご鞭撻のほど，何卒よろしくお願

い申し上げます． 

著者（右）と中垣 会員 



原生生物 第 8 巻 第 2 号（2026） 

13 

原生生物の代謝スケーリング解明に向けた単一細胞熱

分析技術の開発 

梅野 錬（九州工業大学） 

 

この度はベストプレゼンテーション賞という名誉あ

る賞をいただき，大変光栄に存じます．ポスターをご

覧くださった多くの方々に研究へ関心を寄せていただ

き，またご助言を数多く頂戴しましたことに，心より

感謝申し上げます． 

私は，単一細胞の代謝熱を計測する技術を 3 年かけ

て開発し，試行錯誤を重ねながらゾウリムシやアメー

バを対象に実験を行ってきました．その成果として，

細胞レベルにおいても質量に応じて代謝熱が増加する

こと，また異なる原生生物で代謝熱に違いがみられる

結果が得られました．昨年から原生生物学会に参加

し，原生生物をより深く理解する機会や新しい実験の

アイデア，さらに研究対象となるサンプルをご提供い

ただくなど、多くのご支援を賜りました．今後はこう

した代謝熱の違いが何を示しているのか，原生生物の

不思議を皆様のお力をお借りしながら解き明かしてい

きたいと考えております． 

2025 年度 BPA 受賞者コメント        

繊毛虫ハルテリアの流れ刺激に対する逃避行動研究 

 

神田 幸輝（北海道大学） 

 

この度は，このような名誉ある賞を賜り，大変光栄

に存じます．多くの方々にご関心をお寄せいただき，

また貴重なご意見をいただけましたこと，心より感謝

申し上げます． 

私が研究対象としているハルテリアは，繊毛虫の一

種で，短い時間だけ持続する高速遊泳である跳躍行動

をおこないます．捕食者の生み出す水流を感知してハ

ルテリアが跳躍頻度を上昇させるという逃避行動を私

は発見しました．さらに，水流の強さや方向に応じて

跳躍の頻度や持続時間を変化させるなど，状況に応じ

た適応的な行動制御をおこなっていることも明らかに

しました． 

本研究は，今回学会賞を受賞した西上幸範博士と共

同で進めてまいりました．今回，このような形で受賞

できたことを大変嬉しく思うとともに，今後も西上博

士と協力しながら，ハルテリアの行動原理の解明に努

めてまいります． 



原生生物 第 8 巻 第 2 号（2026） 

14 

Oxford-Japan Symposium on Cell Behaviors in Sim-

ple to Complex Environments 参加報告 

越後谷 駿 （北海道大学） 

  

 ⽉井雄⼆国際会議参加促進⽀援⾦により，イギリス 

Oxford 大学で 2025 年 9 月 22–26 日に開催された標記

の国際会議に参加しました．本報告では， (1) 海外研究

者との関係構築， (2) 交流を通じて得られた実験計画上

の示唆， (3) 今後の共同研究への進展，の 3 点について

報告します． 

 本会議には，原生生物や精子など，単細胞生物や微

小な生き物の適応的な行動を実験・理論から探求する

研究者が集いました．参加者の専門分野は応用数学か

ら実験生物学まで多岐にわたり，細胞のもつ環境適応

性という共通テーマのもとに，様々な視点から議論が

行われました．参加者の交流を促す目的で，頻繁に

コーヒーブレイクが設けられていました．英語力がな

く話すことも苦手な私にとっては大変な時間です．ど

う話してよいか不安であった私は，最近撮影した研究

動画を盛り込んだ iPad 片手に多くの海外研究者に紹介

することで，積極的な研究交流を図りました．国際的

に原生生物の運動性研究で著名な Kirsty Wan 氏（イギ

リス Exeter 大学）から，殻アメーバの仮足動態に関す

る行動解析の新たな着眼点をいただくことができまし

た．また生き物の集団運動などを専門とする理論生物

学者の Andrea Perna 氏（イタリア IMT School for Ad-

vanced Studies）からは，ラッパムシの集団固着行動に

ついて，集団形成の要因に関するご指摘をいただきま

した．その他多くの参加者からも質問や応援のコメン

トをいただき，研究内容の改善につながる有意義な機

会となりました． 

 会議終了後， ICOP/ISOP 2025 で知り合った繊毛虫の

分類研究を専門とする Valentina Serra  氏（イタリアピ

サ大学）の研究室に滞在し，共同研究に向けた打合せ

や実験を行いました．上記の国際会議で交流した An-

drea Perna 氏も同研究室で原生生物の行動研究を始めて

おり，早速イタリアでの研究交流が始まりました．ピ

サ大学にはかつて歩行型原生生物の行動研究で知られ

たNicola Ricci 氏が在籍していましたが， 2000 年に亡

くなって以来，その分野の研究は途絶えていました．

今回 Ricci 氏のお弟子さんと交流する機会をいただき，

実験の詳細について貴重な情報をうかがうことができ

国際学会派遣の報告        

ました．今後は Andrea 氏およびピサ大学の研究チーム

と連携し， Ricci 氏が残した行動研究の再構築や発展を

目指していきます． 

 このように本会議参加を通して国際交流が生まれ，

ピサ大学では共同研究を始める機会を得ることがで

き，研究の幅を広げるきっかけとなりました．今回の

経験を次に生かせるかどうかはもちろん自分次第で

す．始まったばかりの国際共同研究をしっかりと次に

つなげられるよう継続していきたいと思います． 

ICOP/ISOP - 2025 参加報告 

加藤 百花（島根大学） 
 

 私は月井基金のご支援を受け，2025 年 6 月 22 日か

ら 27 日にかけて，韓国・ソウルにある成均館大学校

（Sungkyunkwan University）で開催された国際学会

「ICOP/ISOP 2025（The 16th International Congress of 

Protistology / International Society of Protistologists）」に

参加し，研究成果の口頭発表を行いました．本学会は

「Micro Giants: Origin and Diversity of Protists」をテーマ

とし，原生生物に関する最先端の研究が世界中から集

う国際会合であり，私にとっては初の ICOP への参加

でした． 

 私の発表は「Clarification of the morphology of Radiolar-

ia, Phaeodaria and Ciliophora using the Micro X-ray Comput-

ed Tomography」という題目で行いました（共著者：石

田秀樹・木元克典・仲村康秀）．本研究では，培養が

困難で形態観察や分類が難しい放散虫（Radiolaria），

フェオダリア（Phaeodaria），繊毛虫（Ciliophora）を対

象に， Micro X 線 CT（MXCT）を用いた非破壊・三次

元的な形態解析を行いました．特に放散虫およびフェ

オダリアについては，骨格内部構造や骨格形成過程を

可視化し， FE-TEM や EDS （エネルギー分散型X線分

光法）による元素組成分析と組み合わせることで，骨

格の構成成分と微細構造の違いを明らかにしました．

この成果により，両群の分類・系統関係の再検討に貢

献できる可能性が示されました． 

 また，繊毛虫については日本各地から得られた個体

に対し，世界初となる MXCT による三次元観察を実施

しました．従来の顕微鏡観察では確認が困難だった構

造を可視化し，さらに 28S rDNA による分子系統解析

と組み合わせて，形態と遺伝子の両側面からの統合的

な分類評価を試みました．特に水凍結乾燥処理を応用

した試料調整法は， MXCT 観察において高い効果を示

し，今後の分類学や生態学的研究において有用な技術

となると期待されます． 

 成均館大学校は 600 年以上の歴史を持つ伝統的な学

術機関であり，その由緒あるキャンパス内で行われた

本学会は，学問的厳密さと国際的多様性に満ちた非常
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口頭発表の様子 

に刺激的なものでした．発表後には，アメリカ・ドイ

ツ・中国・韓国など多くの国の研究者と意見交換を行

い， MXCT 技術の有効性に関して高い関心をいただき

ました． 

 今回の学会参加を通じて，私は科学的発表の構成力

や英語での表現力，即応的な質疑応答能力の重要性を

強く認識しました．今後は， MXCT や分子系統解析を

統合した研究をさらに発展させ，国際的な学術誌への

論文投稿を目指します．また，他機関との共同研究や

標本・データの共有を通じて，より包括的な原生生物

の系統関係と多様性の解明を進めていく予定です． 

 このような貴重な学びと経験を得る機会をいただけ

たのは，月井基金による支援のおかげです．心より感

謝申し上げます．今回得た知見とネットワークを今後

の研究活動に確実に生かし，より高度な学術的成果を

目指して一層努力を重ねてまいります． 

ICOP/ISOP - 2025 参加報告 

島田 真帆（島根大学） 
 

 この度，月井雄二記念国際交流基金の支援を受け，

2025 年 6 月 20 日から 27 日にかけて，韓国・ソウル

の成均館大学で開催された，16th International Congress of 

Protistology 2025 (ICOP 2025) に参加しました．今回は島

根大学から私を含めて 3 名の学生が参加し，私にとっ

ては，昨年・一昨年に続いて，三度目の国際会議への

参加となりました．これまでに参加した国際学会は，

開催地が日本から遠いオーストリア・ウィーンとオー

ストラリア・ブリスベンで，気候も大きく異なってい

ました．一方，今回参加した ICOP は開催地が韓国・

ソウルと日本から近く，気候も日本とあまり変わりま

せんでした．しかし，街中の標識などがハングル表記

であったり，観光地でも英語が通じないことがあった

り，これまでの国際会議参加時とは違うベクトルで，

現地での意思疎通が難しかったです． 

 今回の発表は“Electron Microscopy Analysis of Wound 

Repair and Regeneration Mechanisms of Cut Surfaces in Spi-

rostomum ambiguum”と題して，高校生の頃から取り組ん

できた Spirostomum ambiguum の再生現象について，電

子顕微鏡 (SEM ･ TEM) を用いた膜の修復過程を報告

しました．国際学会での発表はこれで 3 回目ですが，

口頭発表は今回が初めてでした．自分の研究内容が英

語の口頭発表でも伝わったこと，内容に興味をもって

いただけたことがとても嬉しく，励みになりました．

発表後には 4 名の方から質問をいただき，そのうち 3 

名の方に対しては，事前に準備していたスライドを交

えながら十分に議論することができたことで，これま

でに参加した国際学会よりも少し自分が成長できたよ

うに感じ，自信になりました．一方で，質問を聞き取

ることができなかった 1 名の方には，セッションが終

わってから個別に対応していただきました．その方は

紅藻類の再生について研究をしている方で， Spirosto-

mum の細胞構造について興味をもっておられ，しっか

りと時間を使って十分に議論をすることができまし

た．英語での口頭発表はとても緊張しましたが，たく

さんの方とのやり取りができ，とても充実した発表に

なったと思います． 

 懇親会では，ロシアの学生の方々と交流し，研究内

容や博士号取得後の進路など将来についても率直に話

すこともできました．自身の今後のキャリアについて

改めて考える良い機会にもなり，とても充実した時間

を過ごすことができました． 

 今回，月井雄二国際会議参加促進支援金をいただ

き， ICOP に参加する貴重な機会を得ることができま

した．この経験はこれまで行ってきた研究に対する自

信へとつながり，今後の研究活動への大きな励みとな

りました．このような素晴らしい経験をさせていただ

けたことを大変嬉しく思います．最後になりました

が，今回の国際会議への参加機会をくださった，月井

雄二記念国際交流基金，月井雄二 先生とご遺族の皆

様，日本原生生物学会事務局の皆様に，この場を借り

て御礼申し上げます．  

大会フォトスペースにて撮影した 

洲崎 先生と島根大学大学院の学生との写真 
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ICOP/ISOP - 2025参加報告 

梁瀬 隆二 (University of Nottingham) 

 

 この度，「月井雄二国際会議参加促進支援金」のご

支援を受け，韓国ソウルで開催された国際会議「16th 

International Congress of Protistology 2025, Joint meeting of 

ICOP/ISOP 2025」に参加いたしました．本会議には世

界各国の原生生物学者が一堂に会し， 6 日間にわたり

活発な研究発表と討論が行われました． 

 私は本学会において，「NEK4 elucidates unique fea-

tures of Plasmodium meiosis」という演題でポスター発表

を 行 い ま し た．本 発 表 で は，マ ラ リ ア 原 虫  

(Plasmodium) が蚊の体内で行う減数分裂において，細胞

周期関連キナーゼ NEK4 が果たす機能の解析結果を発

表し，様々な研究者と有意義な議論を交わすことがで

きました． 

 本学会を通じて最も強い印象を受けたのは，原生生

物学における膨張顕微鏡法 (Expansion Microscopy) の目

覚ましい応用展開です．本技術は，固定した細胞を高

吸水性ゲル内に包埋した後， SDS 等でタンパク質を変

性処理することで機械的束縛を解き，タンパク質の相

対的な位置関係を維持したまま，試料を物理的に等方

性膨張させるものです．免疫蛍光法と組み合わせるこ

とで細胞内構造やタンパク質局在の超解像観察が可能

になり，また，NHS-ester のような試薬でタンパク質を

網羅的に染色すれば，電子顕微鏡像に近い詳細な構造

情報を得ることもできます． 

 特に，ドイツ EMBL の Dr. Gautam Dey による膨張顕

微鏡法に関する基調講演には感銘を受けました．彼は

様々な原生生物にこの技術を適用し，そこで得られた

超解像構造の知見に基づき，生物の系統分類や進化を

見事に考察していました．さらに，従来の化学固定に

代わり凍結固定 (Cryo-fixation) を導入する試みも進んで

おり，より生体に近い状態での細胞構造解析への期待

が高まっています．この手法は，電子顕微鏡観察に比

べて導入が比較的容易であること，特定のタンパク質

の局在情報を得られること，共焦点顕微鏡等により細

胞の三次元観察ができることから，今後の原生生物研

究において，ブレークスルーを促す技術になると感じ

ています．我々のグループでもマラリア原虫の細胞構

造解析に本技術を導入しており，非常に有用な技術と

なっています． 

 本学会は，これまで論文を通してのみ存じ上げてい

た第一線の研究者の方々と直接お会いし，議論する貴

重な機会ともなりました．特に, Plasmodium の細胞分

子生物学を牽引する Dr. Jing Yuan (Xiamen University) 

や，原虫の呼吸鎖複合体の構造解析研究で有名な Prof. 

Lilach Sheiner (University of Glasgow) と直接対話し，自

身の研究に対する助言や今後の共同研究の可能性につ

いて意見交換できたことは，非常に有意義でした． 

 この度の国際学会への参加を可能にしていただい

た，「月井雄二国際会議参加促進支援金」のご支援，

そして故 月井雄二 博士とそのご遺族の皆様，また日

本原生生物学会の事務局の皆様に，心より感謝申し上

げます． 

学会等開催情報        

第 59 回日本原生生物学会大会（横須賀） 

 

 第 59 回日本原生生物学会大会は，以下の通りに開催

される予定です． 
 

会 期：2026 年 9 月 25 日（金）- 27 日（日） 

会 場：ヨコスカ・ベイサイド・ポケット 

大会長：矢吹 彬憲 

 

 

 

国際学会 
 

会議名：X European Congress of Protistology (ECOP) 

会 期：August 2-6, 2027 

会 場：University of Kent, Canterbury (UK) 

大会HP：https://www.protistology.org.uk/ecop-2027 

 

会議名：ISOP 2026（仮） 

会 期：April 20-23, 2026 

会 場：Grand Hotel International, Prague (Czech Republic) 

大会HP：https://protistologists.org/event/protistology-open-

2026/ 

https://www.protistology.org.uk/ecop-2027
https://protistologists.org/event/protistology-open-2026/
https://protistologists.org/event/protistology-open-2026/
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観察会・交流会の実施   

 

第 58 回日本原生生物学会大会において，初日の 9 月 

26 日（金）に若手の会企画による観察会・交流会を実

施いたしました．前半は，若手研究者同士による交流会

を行いました（図 1）． 4 人程度のグループに分か

れ，自己紹介や研究内容の紹介を通じて交流を深めまし

た．一定時間経過後には，班のメンバーを入れ替え，多

くの方とお話しできるよう工夫しました．話し始めると

皆さん大盛り上がりで，時間があっという間に過ぎてし

まうほどでした．この交流会を通じて，参加者同士の親

睦が深まったと実感しております．後半は，原生生物の

観察会を実施しました（図 2）．顕微鏡を設置し，各自

で好きな生物を観察していただきました．参加者から

は，「ネットや論文では知っていたが，実際に観察した

ことがなかったので良かった」「動きや大きさを実感で

きて良かった」といった好意的なご意見をいただくこと

ができました．前半の交流会のおかげで，皆さんが和や

かに楽しみながら観察できたことも良かったと思いま

す．また，その日の夜には奈良教育大学の「なっきょん

食堂」をお借りして懇親会を開催しました．懇親会には

若手だけでなく，先生方もご参加くださり，交流の幅が

広がったことも非常に良かったです．これらの機会を通

じて築かれた人間関係は，その後の学会でも継続されて

おり，学会の初日に観察会・交流会を開催できたことは

大変良く思います．今後もこのような観察会や交流会を

積極的に企画していきたいと考えています． 

「動物学ひろば」において原生生物を展示しました   

 

 2025 年 9 月 6 日（土）に，日本動物学会「動物学ひ

ろば」にて，一般の方々向けに原生生物の展示を行い

ました（図 3）．小学生から大人まで，多くの方にご

来場いただき，大変盛況でした．展示では，顕微鏡に

プレパラートやシャーレをあらかじめ設置し，誰でも

簡単に観察できるよう工夫しました．また，観察され

ている方には常にスタッフが付き添い，生物の説明を

させていただきました．観察を楽しみながら学べるよ

う，レベル別のクイズも作成し，ご参加いただいた皆

さまに挑戦していただきました．友達同士や親子で相

談し合いながらクイズを解き，大いに盛り上がりまし

た．ご来場の方の中には，初めて原生生物を見る方も

多くいらっしゃいました．生き生きと動き回る生物を

楽しそうに観察されている様子を見て，私たちもとて

も嬉しくなり，つい詳しい説明までしてしまいまし

た．さらに，ご来場者の皆さまに向けてアンケートを

実施しました．アンケートでは全ての方から好意的な

ご意見をいただくことができました．「原生生物が

若手の会 通信                      若手の会会長 島田 雄斗（日本大学） 

  

 
図 1 交流会の様子  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 観察会で使用した生物たち  

  

 
図 3 「動物学ひろば」における展示の様子 
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もっと好きになった」「見た生物について質問できて

良かった」などの感想があり，大変嬉しく思います．

今回の観察会を通じて，子どもたちが少しでも原生生

物に興味を持ってくれることを願っています．私たち

にとってもこのような展示は非常に楽しい経験であ

り，今後もぜひ開催したいと考えています． 

 

2026 年春に勉強会・交流会を開催予定   

 

 若手の会では， 2026 年春にオンラインで勉強会およ

び交流会を開催する予定です．若手研究者同士が互い

に研究発表を行い，原生生物研究に関する知識を深め

る貴重な機会となります．研究に行き詰まっている方

は，相談も可能ですので，お気軽にご参加ください．

研究発表の練習の場としてもご活用いただけます．前

半は発表会を行い，後半は交流会を予定しておりま

す．全国の若手研究者と交流できる数少ない機会とな

ります．詳細については決まり次第，ご案内いたしま

す．皆様のご参加を心よりお待ちしております．  

 

若手の会 新メンバー募集中   

 

若手の会では，新しいメンバーを募集しています．

皆さまも私たちと一緒に若手研究者による原生生物研

究の活性化に貢献しませんか？若手の会では，若手の

みで開催する発表会（年に 2 回程度）や，年大会で行

う観察会，さらに若手研究者同士による交流イベント

（昨年は山口県にあるミクロ生物館で開催しました）

など，多彩な活動を行っています．若手の会にご入会

いただくことで，全国各地の原生生物を研究する若手

研究者と交流でき，さまざまな研究や他の研究室の様

子を知ることができます．大学院進学後は同期の学生

が少なく孤独を感じることもあるかもしれませんが，

当会ではメンバー同士の仲が良く，研究に関する悩み

や相談も気軽に行えます．また，学会では知り合いが

いなくて不安に感じる方も，若手の会を通じて他地域

の研究者と交流することで，学会をより楽しく過ごす

ことができるでしょう．私たちと一緒に活動しません

か？興味のある方は，会長の島田（shimada.yuto@nihon

-u.ac.jp）までご連絡ください．皆さまの入会をお待ち

しています．  

 

 

 

若手の会 役員一覧（2025 年 11 月 14 日現在） 
会長  島田 雄斗（日本大学） 

副会長 島田 真帆（島根大学） 

会計  石浦 卓也（北海道大学） 

役員  石川 梨夢（島根大学） 

    岩本 武尊（島根大学） 

    越後谷 駿（北海道大学） 

    面田 彩馨（神戸大学） 

    神田 幸輝（北海道大学） 

    千野 可菜美（奈良女子大学） 

    橋本 颯馬（島根大学） 

    福田 直也（島根大学） 

    前川 琴凪（奈良女子大学） 

    山本 桃花（奈良女子大学） 

  

  

活性化委員会からのお知らせ 

越後谷 駿（北海道大学）  
  

 準会員の増加を目指して「いきもにあ2025」に出展し

ました 

 

 2025 年 10 月 18 日・19 日に京都市勧業館みやこ

めっせで開催された全国規模の生き物物販イベント

「いきもにあ 2025」に出展しました．本イベントに

は，日本全国から 357 の個人や団体が参加し，生き物

をテーマにしたアクセサリーや標本，作品などの展示

販売が行われました．学会活性化委員会では，原生生

物学の普及と準会員の増加を目的として，原生生物の

顕微鏡観察体験とオリジナルグッズの配布を行いまし

た． 

 イベントには延べ 6,000 人を超える生き物ファンが

来場し，家族連れの方々をはじめ，デザイナーや作

家，学校の先生など，幅広い層に原生生物や原生生物

学会について知っていただく機会となりました．また

準会員制度や原生生物分譲サービスの紹介を行ったと

ころ，「授業で原生生物を観察したいが培養がうまく

いかない」，「SSH の課題研究で困っている」といっ

  た声があり高い関心をもっている教育関係者に直接紹

介することができました．さらに友人や子供たちを通

して先生方へ情報が広がるよう準会員の紹介カードも

多くの方に配布しました． 

 観察体験を通して交流できる人数には限りがありま

すが，準会員制度をきっかけに各地の学校で原生生物

の観察会や課題研究が広がり，将来原生生物に興味を

持って研究する人が増えることを願っています．今後

も活性化委員会では，研究活動と並行して原生生物

ファン獲得に向けた活動を継続し，学会のさらなる活

性化に貢献していきたいと思います． 

 最後に，当日スタッフとしてご協力くださった北海

道大学の谷口篤史さん，生形綾音さん，奈良女子大学

の山本桃花さん，本当にありがとうございます．また

標本・サンプルを提供してくださった永宗喜三郎 先

生，福田康弘 先生，石浦卓也さん，そして開催までサ

ポートくださった学会活性化委員会および学会員の皆

様，ありがとうございました． 

mailto:shimada.yuto@nihon-u.ac.jp
mailto:shimada.yuto@nihon-u.ac.jp
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国際委員からのお知らせ 

国際委員（会長）園部 誠司（兵庫県立大学） 
  

 過去の総会ならびに本誌「原生生物」において，ISoP 

による Affiliate Society 契約の明文化が検討されている

旨をお知らせしておりました．先日，ISoP より契約内

容（下記）の通知がありましたので，この内容および

契約締結の可否について事務局ならびに評議員会で協

議いたしました．その結果，本会および会員にとって

のメリットが大きいと判断されましたので，契約締結

に向けた手続きを進めることといたしました．以上，

ご報告申し上げます． 

 

ISoP Affiliate Society 契約内容 

1．本会について 

 ・ISoP’s Grants-In-Aid Program への申請資格を得る． 

  （2025–2026 年度は，総額 10,000 USD の補助申請 

   を受付中） 

 ・年会費として 200 USD を ISoP に納める． 

2．本会会員について 

 ・ISoP Joint Membership の資格を得る． 

 ・The Journal of Eukaryotic Microbiology における論文 

  掲載時のページチャージが免除される（現在， 

  ページ数の上限に関する規定なし）． 

 ・ISoP 年次大会で募集される Travel Award への申請 

  資格を得る． 
 

※補足 

 The Journal of Eukaryotic Microbiology におけるペー

ジチャージ免除について，ISoP  から新たな説明が提

示された．本免除は，ISoP’s Grants-In-Aid Program の

支援を受けて開催された会議（年会を含む）に基づき

企画された Special collection of contributions  (articles) 

に対して適用されるものであった． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

2 日間で計 500 名を超える来場者で大盛況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 

 20 名程の教育関係者に準会員・分譲サービスの 
 

 宣伝を行いました  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

原生生物をピクセルアートでデザインした 

5 種類の缶バッチが大好評 

デザインは生形綾音さん（北海道大学） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 当日スタッフの皆さん ありがとうございました！ 
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 和文誌「原生生物」第 8 巻第 2 号をご覧いただき，

ありがとうございます．本号では，原生生物学会で行

われている様々な活動ををわかりやすくお届けできる

よう努めました． 

 本年 9 月に開催された日本原生生物学会大会では，

現地での活発な議論や交流が行われ，研究者同士の直

接の対話の重要性を改めて感じる機会となりました．

大会で共有された最新の知見や議論が，今後の研究の

発展につながることを期待しています． 

 次号は 2026 年 6 月発刊予定の第 9 巻第 1 号です．

引き続き，本誌が学会員の皆様にとって有益な情報源

となるよう，編集委員会一同努力してまいります． 

 

和文誌「原生生物」投稿規定はこちら  

 

和文誌編集委員 

原生生物 編集委員長 

 北出 理（茨城大学） 

  

 石田 秀樹 （島根大学） 

 末友 靖隆 （岩国市ミクロ生物館） 

 十亀 陽一郎（福島工業高等専門学校） 

 内之宮 光紀（電力中央研究所） 

 

編集委員長 

 永宗 喜三郎（国立感染症研究所） 

編集委員会からのお知らせ 

「原生生物」編集長 北出 理（茨城大学） 
  

 会員各位，平素より学会活動に御協力をいただ

き，御礼を申し上げます． 

 以下 3 点をご案内します． 

  

1) 2025 年度は，西上 幸範 会員（北海道大学）へ

学会賞（第 23 号）が授与されました．  
 

2) 次の第 59 回日本原生生物学会大会は，矢吹 彬

憲 会員（海洋研究開発機構）が大会長として，

2026 年 9 月 25 日（金）－ 27 日（日）に神奈川県

横須賀市で開催されることに決まりました．  
 

3) これまでも会員向けメーリングリストでご案内の

とおり，本会は若手研究者が国際会議や海外の学術

集会で研究発表を行うことを促すため，月井雄二国

際会議参加促進支援金 (JSP Young Scientists Support 

Program by Yuji Tsukii Fund) を設けております．詳

細は，本会 HP の募集要項 (http://protistology.jp/ 

a_files/Tsukii_Bosyu_V4_20240819.pdf) をご覧くださ

い．若手研究者による積極的な応募をお待ちしてお

ります． 

事務局からのお知らせ 

庶務 矢﨑 裕規（農研機構）・庶務補佐 福田 康弘 (東北大学)  

https://protistology.jp/a_files/SubmissionGuidelines/genseiseibutsu_submission_guidelines_2025_2.pdf
http://protistology.jp/%20a_files/Tsukii_Bosyu_V4_20240819.pdf
http://protistology.jp/%20a_files/Tsukii_Bosyu_V4_20240819.pdf
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